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自
治
労
県
本
部
・
熊
谷
県
人
事
委
員
長
あ
て
に
要
求
書
提
出

賃
金
労
働
条
件
の
維
持
・
改
善
を
！

「
総
合
的
見
直
し
」
人
事
院
へ
の
積
極
的
意
見
反
映
を
求
め
る

　

40
年
前
の
１
９

７
４
年
、
日
本
国

内
は
賃
上
げ
、
社

会
福
祉
の
向
上
を

訴
え
、
多
く
の
国

民
が
立
ち
上
が
っ

た
。
国
民
春
闘
で

あ
る
▼
石
油
危
機

に
よ
る
物
価
上
昇

も
相
ま
っ
て
、
当
時
の
賃
金
で

は
労
働
者
は
食
べ
る
こ
と
が
困

難
で
あ
っ
た
。
大
幅
賃
上
げ
獲

得
、
福
祉
充
実
を
求
め
闘
っ
た

74
春
闘
で
は
30
％
を
超
え
る
賃

上
げ
と
年
金
拡
充
を
勝
ち
取
っ

た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
り
交
通

機
関
等
も
ス
ト
ッ
プ
し
た
が
、

当
時
の
春
闘
は
福
祉
政
策
の
充

実
の
訴
え
に
多
く
の
国
民
（
労

働
者
）
の
支
持
を
得
た
▼
14
春

闘
は
10
数
年
振
り
に
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
の
回
答
が
相
次
い
だ
。

政
府
の
要
請
が
あ
っ
た
か
ら
か
、

民
意
の
賃
上
げ
の
声
に
反
応
し

て
か
、
賃
上
げ
し
た
企
業
の
真

意
は
不
明
だ
。
賃
上
げ
率
が
物

価
上
昇
率
を
下
回
っ
て
い
る
事

実
は
企
業
利
益
を
確
保
し
た
上

で
の
ベ
ア
で
あ
る
こ
と
を
物
語

る
▼
そ
の
後
改
悪
さ
れ
た
年
金

だ
け
で
は
生
活
で
き
な
い
国
民

が
増
え
て
い
る
な
か
、
未
だ
に

見
直
し
が
見
え
な
い
。
年
金
保

険
料
な
ど
の
負
担
増
が
見
え
隠

れ
す
る
中
で
国
民
が
意
見
を
言

え
な
い
こ
と
も
事
実
だ
▼
国
民

春
闘
、
働
く
も
の
の
権
利
拡
充

を
訴
え
た
先
輩
方
が
退
職
さ
れ

る
。
安
心
し
て
働
き
、
生
活
し

続
け
ら
れ
る
社
会
を
求
め
た
先

輩
の
運
動
を
継
承
す
る
こ
と
が

私
た
ち
働
く
も
の
の
使
命
だ
。

今
年
度
で
退
任
さ
れ
る
役
員
の
ご
紹
介

今
年
度
で
退
任
さ
れ
る
役
員
の
ご
紹
介

佐藤人事委員会事務局長に「2014人勧」にかかる要求書を提出し、見解を求める県本部齋藤委員長他三役

要求書を手渡す齋藤県本部委員長（右）

長門三喜男
（商工労働観光部）

（雇用対策・労働室分会）

　

自
治
労
岩
手
県
本
部
（
齋
藤

健
市
委
員
長
・
北
上
市
職
労
）

は
３
月
17
日
、
熊
谷
隆
司
人
事

委
員
長
あ
て
の
「
２
０
１
４
給

与
勧
告
に
か
か
る
要
求
書
」
を

佐
藤
人
事
委
員
会
事
務
局
長
に

提
出
し
た
。

　

要
求
書
の
提
出
に
あ
た
っ
て

齋
藤
県
本
部
委
員
長
は
、
人
事

院
が
検
討
を
進
め
て
い
る
給
与

制
度
の
総
合
的
見
直
し
に
つ
い

て
ふ
れ
「
県
職
員
の
み
な
ら
ず
、

県
内
市
町
村
職
員
の
賃
金
水
準
、

さ
ら
に
は
地
域
経
済
に
も
影
響

を
及
ぼ
す
中
身
だ
。
見
直
し
を

行
わ
な
い
よ
う
人
事
院
に
対
し

積
極
的
に
意
見
反
映
を
行
う
こ

と
を
求
め
る
」
と
し
、
現
時
点

で
の
人
事
委
員
会
の
見
解
を
質

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
佐
藤
事
務
局
長

は
、
「
給
与
制
度
の
総
合
的
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
明

ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
人
事

委
員
会
と
し
て
も
良
く
理
解
し

て
い
な
い
状
況
。
給
与
構
造
改

革
の
経
過
措
置
が
終
わ
ら
な
い

中
で
新
た
な
見
直
し
に
よ
り
制

度
が
複
雑
化
す
る
の
は
い
か
が

な
も
の
か
と
考
え
る
が
、
今
後
、

人
事
院
の
動
向
を
注
視
し
、
他

県
の
動
き
な
ど
情
報
収
集
し
な

が
ら
検
討
す
る
」
と
し
、
「
適

正
な
賃
金
水
準
を
確
保
す
る
よ

う
、
公
正
・
中
立
な
第
三
者
機

関
と
し
て
適
正
に
対
応
し
て
い

く
」
と
回
答
し
た
。

2014人勧

　

組
合
員
の
生
活
と
権
利
向
上
に
向
け
て
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
４
名
の
役
員
の
方
が
退
任
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
「
支
部
・
分
会
の
活
動
で
県
職
労
運
動
を

支
え
る
」
と
力
強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
苦
労
様
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

スト批准の成立を確認スト批准の成立を確認自治労第2回
拡大闘争委
自治労第2回
拡大闘争委

　２月 12 日～ 19 日に、全単組で実施したストライキ
批准投票は、賛成 73.72％で批准された。この批准投票
は、「年間を通して一波につき２時間を上限としたスト
ライキを含む闘争体制」を確立するもの。自治労本部は
２月 27 日に開催した第２回拡大闘争委員会でこの結
果を確認し、闘争指令権を中央闘争委員長に委譲するこ
とを決定した。
　これにより、年間を通じた闘争指令権が確立した。

実施単組数　2,401 　 　　組合員数 764,837 人

投票総数　　612,088　　投票率　　80.03％

賛成票　　　563,860　　賛成率　　92.12％

批准率　　　73.72％

反対票　30,829　白票　13,526　無効　3,873

及川隆浩
（沿岸広域振興局）
（宮古地域振興センター分会）

副
中
央
執
行
委
員
長

中
央
執
行
委
員

平澤清峰
（県教委事務局）

小島孝二
（総務部税務課分会）

中
央
執
行
委
員

会
計
監
事

宮 古 市
議会選挙 北村 進さんを推薦

プロフィール

○2010 年 4 月
　宮古市議会議員選挙に初当選
○宮古市議会教育民生常任委員
○岩手県教職員組合特別執行委員
○岩手県立宮古高等学校PTA会長 2 期

1960年 2月  田老町に生まれる
（54歳）

　

４
月
13
日
告
示
、
20
日
投
開

票
の
日
程
で
宮
古
市
議
会
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
る
。

　

県
職
労
は
、
宮
古
地
方
労
推

薦
候
補
二
人
の
う
ち
、
「
北
村

す
す
む
」
さ
ん
の
推
薦
を
決
定

し
て
い
る
。

　

北
村
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
宮

古
市
議
会
に
お
い
て
、
震
災
か

ら
の
復
旧
・
復
興
に
む
け
て

日
々
活
動
し
て
き
た
。
「
北
村

す
す
む
」
さ
ん
の
必
勝
に
む
け

宮
古
市
在
住
者
の
紹
介
行
動
に

ご
協
力
を
。

４月13日告示、20日投票 知
人
・
友
人
の
紹
介
を

人事委員会も不本意としていた「給与減額」が
終了するが、今度は勧告で引き下げか！と厳し
く迫る平中県職労委員長（中央）

すすむ
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(　)
　

県
職
労
は
、
４
月
１
日
付
で
書

記
局
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
す
。

　

異
動
内
容
は
別
表
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

長い間ご苦労さまでした
　

こ
の
３
月
、
今
年
も
多
く
の
先
輩
、
仲
間
の

皆
さ
ん
が
職
場
を
去
ら
れ
ま
す
。

　

長
い
年
月
、
県
勢
発
展
の
た
め
第
一
線
で
働

い
て
こ
ら
れ
た
先
輩
の
皆
さ
ん
。
県
職
労
の
権

利
拡
大
や
組
織
強
化
の
た
め
支
部
や
分
会
、
い

ろ
い
ろ
な
場
面
で
運
動
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
、
準
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
お
名
前
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
順
不
同・敬
称
略
）

▼
県
庁
支
部

山
本　
　

孝
（
管　
　
　
　

財　
　
　
　

課
）

向
井　

留
美
（
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
）

福
澤　

淳
一
（
商
工
労
働
観
光
部
付
・
観
光
協
会
）

澤
村　

正
廣
（
建　

築　

住　

宅　

課
）

佐
藤　

義
昭
（
人
事
委
員
会
事
務
局
）

▼
盛
岡
支
部

吉
田　
　

徹
（
盛
岡
広
域
振
興
局
経
営
企
画
部
）

松
本　

陽
子
（
盛
岡
広
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
）

三
浦　

賢
一
（
盛
岡
広
域
振
興
局
土
木
部
）

高
橋　

茂
之
（
盛
岡
広
域
振
興
局
土
木
部
）

伊
勢
崎
秋
孝
（
綱
取
ダ
ム
管
理
事
務
所
）

福
浦　

憲
昭
（
簗
川
ダ
ム
建
設
事
務
所
）

今
野　

政
和
（
岩
手
土
木
セ
ン
タ
ー
）

小
野　

幸
雄
（
岩
手
土
木
セ
ン
タ
ー
）

阿
部　

義
行
（
岩
手
土
木
セ
ン
タ
ー
）

藤
田　

義
範
（
県

立

杜

陵

学

園
）

亀
田
ト
モ
エ
（
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
）

石
井　

宣
利
（
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）

浅
沼　

一
也
（
八
幡
平
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

菊
池　

と
も
（
医
療
政
策
室
付
・
い
わ
て
リ
ハ

　
　
　
　
　
　

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

小
山　

康
文
（
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）

▼
花
巻
支
部

佐
々
木
年
男
（
花
巻
県
税
セ
ン
タ
ー
）

光
井　

広
子
（
花
巻
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

菊
池　

忠
次
（
遠
野
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

野
村　

貞
雄
（
花
巻
土
木
セ
ン
タ
ー
）

菅
原　

康
弘
（
花
巻
土
木
セ
ン
タ
ー
）

林　
　

和
也
（
花
巻
土
木
セ
ン
タ
ー
）

遠
藤　
　

公
（
遠
野
土
木
セ
ン
タ
ー
）

▼
北
上
支
部

佐
藤　
　

忠
（
北
上
農
村
整
備
セ
ン
タ
ー
）

佐
藤　
　

昭
（
北
上
農
村
整
備
セ
ン
タ
ー
）

島
津　

雅
洋
（
北
上
土
木
セ
ン
タ
ー
）

中
村　

喜
彦
（
北
上
土
木
セ
ン
タ
ー
）

佐
藤　

晴
美
（
北
上
土
木
セ
ン
タ
ー
）

築
地　

邦
晃
（
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
）

上
野　

一
也
（
県

立

農

業

大

学

校
）

佐
藤　
　

守
（
中
央
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

▼
胆
江
支
部

奥
寺　

高
秋
（
県
南
広
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
）

砂
子
田　

哲
（
県
南
広
域
振
興
局
農
政
部
）

長
内　

和
則
（
県
南
広
域
振
興
局
農
村
整
備
室
）

佐
々
木
き
し
子
（
奥
州
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

鈴
木　

敏
男
（
奥
州
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

▼
一
関
支
部

萬
徳　

和
彦
（
一
関
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

佐
藤　

利
憲
（
一
関
農
村
整
備
セ
ン
タ
ー
）

佐
藤　

幸
喜
（
一
関
土
木
セ
ン
タ
ー
）

千
葉　

浩
生
（
一
関
土
木
セ
ン
タ
ー
）

伊
藤　

清
光
（
千
厩
土
木
セ
ン
タ
ー
）

斎
藤　
　

修
（
千
厩
土
木
セ
ン
タ
ー
）

平
賀　

友
章
（
一

関

児

童

相

談

所
）

小
坂
恵
津
子
（
県
立
一
関
高
等
看
護
学
院
）

▼
気
仙
支
部

及
川
し
げ
子
（
大
船
渡
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

▼
釜
石
支
部

渡
部　

茂
雄
（
沿
岸
広
域
振
興
局
水
産
部
）

佐
藤　

道
郎
（
沿
岸
広
域
振
興
局
土
木
部
）

天
下
谷
昭
文
（
漁

業

取

締

事

務

所
）

川
向　

勝
己
（
漁

業

取

締

事

務

所
）

井
ノ
口
伸
幸
（
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）

港　
　

繁
樹
（
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）

▼
宮
古
支
部

菊
池　

憲
夫
（
宮
古
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

芳
賀
由
美
子
（
宮
古
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

富
岡　

盛
雄
（
宮
古
土
木
セ
ン
タ
ー
）

三
浦　
　

悟
（
岩
泉
土
木
セ
ン
タ
ー
）

大
井　

祥
子
（
宮
古
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

▼
久
慈
支
部

笹
原　

敬
悦
（
県
北
広
域
振
興
局
土
木
部
）

中
村　

清
巳
（
県
北
広
域
振
興
局
土
木
部
）

白
木　

正
範
（
久
慈
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

▼
二
戸
支
部

徳
山　

順
一
（
県

北

広

域

振

興

局
）

佐
々
木
譲
治
（
二
戸
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
）

及
川　

里
巳
（
二
戸
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
県
税
室
）

三
浦　

哲
儀
（
二
戸
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
農
村
整
備
室
）

藤
原　

正
信
（
二
戸
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
林
務
室
）

奥
寺
三
枝
子
（
県
立
二
戸
高
等
看
護
学
院
）

菊
池　

利
行
（
県

北

農

業

研

究

所
）

田
中　

裕
一
（
二
戸
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

▼
本　

部

高
橋　

盛
吉
（
企
業
局
施
設
総
合
管
理
所
）

千
葉　

高
司
（
企
業
局
県
南
施
設
管
理
所
）

藤
澤
五
百
子
（
警

察

本

部

厚

生

課
）

相
川
久
美
子
（
県

立

二

戸

病

院
）

川
名
美
智
子
（
県

立

磐

井

病

院
）

高
橋　

正
好
（
県

立

軽

米

病

院
）

宮
野　

圭
史
（
県
立
大
迫
高
等
学
校
）

菊
地　

健
一
（
県
立
前
沢
明
峰
支
援
学
校
）

千
葉　

一
政
（
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
）

庭田書記　　　　が定年退職
　

「
書
記
」
の
立
場
か
ら
県
職

労
運
動
を
支
え
て
き
た
盛
岡
支

部
の
庭
田
書
記
が
、
３
月
31
日

を
も
っ
て
定
年
退
職
し
ま
す
。

　

庭
田
書
記
は
「
入
局
以
来
、

多
く
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
、
書

記
の
仲
間
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

健
康
で
働
き
続
け
ら
れ
た
こ
と

が
一
番
」
と
40
余
年
の
書
記
生

活
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

長
い
間
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で

し
た
。

　

盛
岡
支
部
は
４
月
か
ら
、
中

軽
米
悦
美
書
記
が
担
当
し
ま
す
。

後任には中軽米書記を配置

庭田節子書記

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
定
年
に

よ
り
県
職
労
運
動
の
第
一
線
を

退
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
多
く
の
組
合
員
に
支

え
ら
れ
て
組
合
員
期
間
の
大
半

を
役
員
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

入
庁
時
代
と
比
べ
て
公
所
数

も
職
員
数
も
減
少
し
て
県
の
組

織
は
ス
リ
ム
に
な
り
、
県
職
労

の
支
部
の
統
廃
合
も
進
み
ス
リ

ム
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
の

理
念
や
活
動
を
ス
リ
ム
に
さ
せ

て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

わ
れ
わ
れ
の
運
動
の
基
本
は

組
織
に
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
仲
間
意
識
を
高
め
、
成
果
を

上
げ
る
た
め
に
も
組
織
を
し
っ

か
り
と
し
た
も
の
に
し
、
自
治

労
に
結
集
す
る
多
く
の
仲
間
と

共
に
権
利
獲
得
、
賃
金
改
善

等
、
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
た

運
動
を
展
開
し
て
、
ま
す
ま
す

発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
し
最
後

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

今
後
の
県
職
労
運
動
の
発
展
に
期
待白木正範さん

（久慈農業改良普及センター分会）

県
職
労
書
記
局
人
事
異
動

2014/4/1からの勤務
盛岡支部勤務
本部勤務
※ 兼務解消
県庁支部勤務
※ 兼務解消

現 在 勤 務
県庁支部勤務
本部勤務

（県庁支部兼務）
本部勤務

（盛岡支部兼務）

名　　　前
中軽米　悦　美

中　野　明　子

小野寺　久美子

盛岡
支部


